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はじめに
　岡村一心堂病院は，1988年５月に
開設許可病床152床の個人病院とし
て開業致しました．1992年８月に医
療法人，2013年４月に社会医療法人
となりました．
　1998年に日本医療機能評価機構の
中国地方の第１号病院に認定され，
更新を続けています．
　岡山大学からは開院当初は第一内
科から医師を派遣して頂き，その後，
循環器科，眼科，小児科，第一外科，
形成外科，皮膚科，放射線科，脳神
経外科，神経内科，精神科，泌尿器
科など殆ど全科で応援を頂いていま
す．病院長は昭和43年岡大卒の淵本
定儀先生にお願いしています．
　現在，常勤医師は16名，全職員は
305名です．入院ベッドは急性期病床
152床で，７対１のDPC病棟が２病
棟85床，障害者病床が48床，緩和ケ
アー病床が19床です．
　病院のテーマは「よりよい医療を
地域の人々に」で，「救急／がん・緩
和／健診」を事業の柱にしています．
病院名の由来
　一心堂の名は，私の恩師である柴
田進先生から頂きました．私は1969
年に山口大学医学部を卒業後，柴田
進先生の山口大学第３内科に入局し
ました．私は米国留学も自分で決め，
先生が川崎医大開設でご苦労されて
いるときも帰国せず，好き放題をす
る弟子でしたが，それでも先生は川
崎医大に教職を準備して下さいまし
た．わがままな私は，それも２年足
らず勤務しただけで，民間病院に飛
び出しました．
　ふるさとの西大寺に救急病院を作
ろうと思い立ち，岡山に帰って来て，
柴田先生に病院に名前を付けて頂き
たいとお願いしたところ，「先生，
（柴田先生はいつもこう呼んで下さ
いました），どんな病院をしたいのか
な」と優しく尋ねて下さいました．
　私は臨床検査を主体に勉強してい
ましたから，臨床検査技師や看護婦
さん達が，それぞれの本来の仕事が
出来るような病院をしたい事を申し
上げました．先生は「そうか，それ
はチーム医療だな」と仰有いました．
チーム医療と言うのは，初めて聞く
言葉でした．
　私はお願いはしたものの，院名に
横文字の名前を頂くとちょっと困る
なと，密かに思っていたのですが，
暫くして先生から「皆が心を合わせ
て医療をするという一心堂と言う名
前はどうだろう？」とお電話があり，
お礼を申し上げると，「先生がするの
だから，岡村一心堂病院と名前を付
けなさい」とおっしゃり，院名が決
まりました．以下に，当院の取り組
みを紹介させて頂きます．
1986年から始めた電子カルテ開
発
　新規に開業するにあたり，病院の
効率化を図るにはカルテのコンピュ
ータ化が必須と考え，パソコンを物
色しました．大阪野田の専門店でマ
ッキントッシュ SEと出会い，マウ
スでクリックなら医師でも使えるだ
ろうと考え，大変高価でしたが購入，
自宅でベーシック言語で開発を始め
ました．これでは大変時間が掛かる
なと思いながらやっていたのですが，
データベースソフトの4thDimension
が国内で発売され，これに乗り換え
て一人で開発を進めました．
　1988年の開院時は１階から６階ま
で800ｍの LANを張り巡らし，20台
のMacII のネットワークを構成し
て，「インテリジェント　ホスピタ
ル」を目指しました．しかしマック
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は日本語が苦手で，さいだいじを変
換するには漢字１文字ずつ変換が必
要で，しかも「さい」で変換させよ
うとするとマックがフリーズすると
いう時代でした．開院時は，患者登
録と診察券発行のプログラムだけで
スタートしました．
　紆余曲折はありましたが，パソコ
ンとネットワーク技術の発展が，我
々の電子カルテプログラムの発展と
ほぼ一致して，今日のフルスペック
の電子カルテ一心堂が完成しまし
た．開発実費は４億円以上，そのほ
かソフトウエアー使用料やハードウ
エアー，Apple 社に支払った額はか
なりな額です．
　現在，4thDimension のデータベー
スサーバー，dicomの画像サーバー，
検査データのweb サーバー，心電図
モニターのデータベースサーバーに
4thDimension からアクセスする構
造です．レセプトは完全手作りから，
オルカに移行し，現在はレセコンの
HONESTにデータを渡して請求し
ています．
　一心堂電子カルテはオーダリン
グ，記述部分，血液尿検査データ閲
覧，放射線などの所見閲覧，画像の
dicomデータの閲覧，院内で心電図
モニターしている患者の閲覧機能で
構成されています．オーダリングは
老齢化した脳でも間違いなく出来る
ように色々工夫しています．
　例えば，認知症のお薬，「なんだっ
たかなあ」と思えば薬効分類からも
処方できますし，「アリセプトは分か
っている．他のあれだ．あれあれ」
と言うときはアリと入力してアリセ
プトを出せば，メマリー，レミニー
ルもありとメッセージが出ます．そ
れならばとメマリーを入れると用量
注意と警告され，それなら低用量の
メマリーを選択して入力すると，「ア
リセプトが出ています．処方できませ
ん．」と処方を受け付けてくれません．
　外来，病棟の電子カルテを開くと
同時に，「施行一覧」で100回分の検
査や投薬，処置の実施記録が示され，
「血液尿検査データ」も同時に展開
します．検査データはグラフ化や，
データ抽出が容易です．電子カルテ
を使いやすいように，医療ミスが出
ないようにと日々，電脳部の４名の
職員と共に改善に努めています．
2001年から「医師と書くミニカ
ルテ」
　外来カルテを全面電子化したとき
に困ったのは，紙カルテの一覧性に
負けることでした．マックの画面も
工夫しましたが，慣れ親しんだ紙カ
ルテには及びません．そこで診察の
度に当日のカルテ記述，指示記録，
画像検査報告書や検体検査結果をプ
リントしてＡ６判の手帖「医師と書
くミニカルテ」に貼り付けました．
紙カルテの一覧性を確保したわけです．
　患者さんも自分の質問を記入した
り（少ないです），自宅血圧を記入し
て持参します．カルテ記録をそのま
ま渡すことになりますので，重大な
医療ミスをしていると，裁判では負
けてしまうでしょうが，幸い，記載
に対しての深刻なクレームはありま
せん．待合で，熱心に自分のミニカ
ルテを見ている患者さんもいます．
　入院中の記録はさすがに膨大にな
りますから，退院抄録を縮小印刷し
てミニカルテに貼り付けます．検査
データのグラフをカルテに貼り込ん
だものを印刷すると「小そうて見え
んがな」と言われることがあります
が，最近のプリンターは精細なので，
ルーペで拡大するとビックリする
位，はっきりと読めます．
　救急車に乗るときも，よその医療
機関を受診するときも，「医師と書く
ミニカルテ」を持って行けば岡村一
心堂病院で行った医療の全てが分か
ります．IC カードなどを使わないロ
ーテクですが，ローテクだからこそ
お金も掛かりませんし，ミニカルテ
を閲覧するのには視力の他は何も要
りません．
パニック事象報告システム
　パニック事象報告システムとは，
岡村一博が提唱し，2011年頃から岡
村一心堂病院で実施している，コメ
ディカルによる医師診療補助システ
ムです．パニック値の概念は私が米
国から1975年頃に導入したものです
が，名前が悪い，パニックとは何だ，
とある学会のシンポでさんざん苛め
られました．パニック値の名付け親
はDr. Lundburg ですと言いました
ら，ぴたりと収まりました．パニッ
ク値を発展させたパニック事象につ
いては日病や全日病では口頭発表は
していますが，論文はまだ出来てい
ません．
　パニック事象報告システムとは臨
床検査，生体検査，細菌検査，レン
トゲン，看護部に所属する職員が，
「患者の生命に危機が迫っている可
能性のある事象，すなわちパニック
事象」を発見したら，直ちに主治医
に報告をすると言うシステムです．
　例えば，腹痛で患者が外来受診し，
採血と腹部CT撮影をした場合，何
も連絡がなかったら，後回しにして
も良い患者と考えて良いです．岡村
一心堂病院では，腹部CTでフリー
エアーがあれば放射線技師から連絡
があります．白血球に強い左方移動
があれば血液検査室から連絡があり
ます．酸素飽和度や血圧の低下があ
れば，看護師達から連絡があるから
です．
　パニック事象が何であるかと言う
ことを病院内で統一することで，医
師は安心して診療できますし，コメ
ディカルスタッフはどんな時に報告
するべきかが明らかになり，スタッ
フ間の差がなくなります．
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　放射線科では，専門医の指導の下
で，診療放射線技師が全てのCT，
MRI を毎月見直して，見逃し，過剰
診断はなかったか研鑽を積んでいま
す．放射線技師のパニック事象報告
は，最近では感度100％，特異度100
％です．これを達成するために，技
師は撮影した画像をサーバーに送信
する前に，一心堂カルテの技師入力
として，フリーエアーはない，など
多いときは10項目以上のチェックボ
ックスを入力しなくてはなりません．
　コメディカルの人達に協力して頂
けないと，この複雑化した現代医療
はやって行けないと思います．
地域のお役に立てるように365
日オープン
　外来は1995年から年中無休で，内
科と外科をオープンしています．同
年に労働時間の完全週休二日と祝日
休みを達成し，労働基準局からゆと
り創造賞を頂きました．従業員には
お休みが増えたので，その引き替え
に，土日と祝日出勤をして貰うよう
にお願いしました．
　受付，検体検査，生体検査，レン
トゲン，薬局，会計と平日並みのラ
インアップですから，経営的にはし
んどいですが，土日や祝日にしか来
られない患者さんや急患のためには
必要と思い，頑張っています．
医師の待遇
　給与は，かなり良いと思います．
お休みは週休２日と祝日，年末年始
休暇，夏期休暇です．時に休日出勤
がありますが，代休となります．当
直料は院外医師と同じでかなり良い
と思います．当直明けは翌日完全に
休みになります．医局秘書が７名配
置されており，いろんな書類やがん
登録の書類をしてくれますので，雑
用は殆どありません．９時から18時
が勤務時間ですが，18時30分には医
局は殆ど空になります．医療機器の
購入もおおむねご希望通りにしてい
ます．電子カルテ，パニック事象報
告システムと相まって，働きやすい，
遣り甲斐のある職場ではないかと思
います．
医療機器
　当院の320列エリアディテクター
CT，1.5テスラMRI は即日検査可能
なことが多いです．ペットCTも翌
日には撮影可能なことが多いです．
これらには常勤の放射線専門医のコ
メントがAsSoonAsPossible で得ら
れます．最近はご近所の診療所から
のご依頼も増えてきました．高額医
療機器の共同利用で大変に喜ばしい
ことです．
　脳腫瘍のガンマナイフ，放射線治
療の定位照射ライナック，癌の電磁
波温熱治療，高気圧酸素治療，睡眠
時無呼吸症候群のフルポリソムノグ
ラフィー，CT画像連動エコー装置，
迅速細菌検査システム，血管造影，
上部下部内視鏡検査，術中迅速病理
検査など可能です．血液透析は20床，
2014年３月に透析ユニットを新型に
入れ替えました．現在は60名前後が
利用されています．
　胃瘻作成，シャント作成，各種手
術も余り待ち時間なく施行可能で
す．透析患者さん，訪問看護，訪問
リハビリもお受けしています．緩和
ケア病棟も，DPC病棟も大抵，空床
がありますので，どうぞご利用の程，
お願い申し上げます．
健　　診
　簡単な健康診断から，ペットCT
やMRI，睡眠時無呼吸症候群の診断
などを組み合わせた「一心堂スーパ
ードック」まで，ほとんど全ての健
診で，その場で最終診断をお伝えす
るようにしています．色んな疾患を
診る救急病院ならではの健康診断を
心がけています．
　当院の健診は中国大連市，上海市
などからも受診者があります．中国
の方には高額な健診を利用して頂く
のですが，元々健診の料金はそれだ
けでは利益が上がる設定にしていま
せん．ちょっと赤字ではないかと思
うのですが，それでも，こちらの説明
に一生懸命，耳を傾けて頂けるので，
30年以上前の医師・患者関係に戻っ
たようで，ついつい力が入ります．
　健診の申し込みなど，詳細はホー
ムページをご参照下さい．
　末筆になりましたが，岡山医学会
の皆さまにお見知りおき戴き，ご指
導を戴けますよう，お願い申し上げ
ます．
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